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◆分野長挨拶
動物実験分野長 二上 英樹

当分野が管理する動物実験施設は、この一年、大きなトラブルに見舞われることなく運用すること
ができました。これもひとえに利用者の皆様方のご協力と、本施設スタッフ達のがんばりのおかげで
あります。ありがとうございました。
生命科学総合研究支援センターは改組により、平成30年4月から研究推進・社会連携機構の傘下
に入り、名称も科学研究基盤センターへと変更になりました。名称は変更されましたが、従来からの
共同利用施設としての立ち位置は変わらず、今までどおり、全学の利用者が使える施設としてセンター
は運営されていきます。これは、動物実験分野に限らず、他の分野でも同様です。
数年に一度改正される動物愛護法ですが、その改正が今年度ないしは来年度に控えています。どの
ような改正になるのかはいまだ正確にはわかりませんが、交付後はそれを反映した施設運営をしてい
くことになります。
以上のように、今後も動物実験施設の運営を、スタッフ一同頑張る所存ですのでよろしくお願いし
ます。

平成30年4月
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◆動物実験分野組織
1．動物実験分野職員（平成29年度）
（1）専任教官

1．教授（分野長） 二上英樹
2．助教 平田暁大

（2）専任職員
1．技術専任職員 大山貴之
2．技術職員 今度匡祐

（3）非常勤職員
1．技術補佐員 松居和美
2．技術補佐員 土岐真由美
3．事務補佐員 松原かおる
4．事務補佐員 後藤聖子

2．動物実験分野沿革
平成5年4月 医学部付属動物実験施設設置（学部内処置）

医学部基礎棟屋上中動物飼育室（221平米）
平成7年4月 医学部付属動物実験施設設置（省令施設）
平成12年 遺伝子操作動物飼育室（16平米）運用開始
平成15年4月 生命科学総合実験センター動物実験分野に改組
平成16年12月 医学部生命科学棟完成

（3～5階部分に新動物実験施設を配置）
平成17年3月 旧医学部（司町）基礎棟屋上中動物飼育室閉鎖

旧医学部（司町）遺伝子操作動物飼育室閉鎖
柳戸地区へ移転

平成17年4月 生命科学総合研究支援センター動物実験分野へ改称
新動物実験施設運用開始

平成30年4月 研究推進・社会連携機構科学研究基盤センター動物実験分野へ改称
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◆動物実験分野紹介
1．動物実験分野活動紹介
動物実験分野では、以下のような活動を行っています。

⑴ 動物実験のための施設の提供と技術的サポート
生命科学の研究において、動物実験は必要不可欠です。研究の必要に応じて、マウス、ラット、ウ
サギ、ビーグル犬、ブタなど様々な動物が研究に用いられます。近年、トランスジェニックマウスや
ノックアウトマウスに代表される、遺伝子改変動物が大変注目されています。動物実験から信頼でき
るデータを得るためには、実験動物が安定した環境で良く管理されていることが必要です。また、人
間に対する安全への配慮や生命倫理の立場から、ルールに基づいた実験を行うことが求められます。
本センターの動物実験分野は、動物実験に関する施設を提供するとともに動物実験の計画立案、動物
の維持管理に関する総合的なサポートを行います。

⑵ 動物実験についての教育指導
動物実験を行うためには、実験に先立ち多くの専門的知識や手技等をマスターすることが必要で
す。動物実験分野では学内の研究者に対し動物実験についての講習会を行っています。また、実験計
画書審査などを通し、動物実験における実験計画作成、実験動物の選択から動物の取り扱い方、飼育
環境、飼育方法、安楽死法等についての教育とコンサルティングを行います。

⑶ 実験動物学的研究、発生工学的手法を用いた動物実験のサポート
病の苦しみから逃れ健康でありたいとの願いと、生命機能を知りたいという思いがライフサイエン
スの発展を促し、今日の医学・生命科学を築いてきました。しかし、生命現象の謎はとてつもなく深
く、いまだ多くの難問が残されています。ライフサイエンスを支えてきた動物実験も多様化し、高度
な専門性が求められるようになってきました。このような難問に挑戦するために、遺伝子改変動物（ト
ランスジェニックマウスやノックアウトマウス）の作出、胚性幹細胞からの特定細胞への分化など発
生工学的手法を用いた研究を目指しています。

2．所有設備（動物実験施設）紹介
本動物実験施設は、平成17年春より運用を開始した、
比較的新しい施設です。平成16年に医学部と大学病院が、
司町キャンパスから大学本部のある柳戸キャンパスへ移転
した折りに、これらの建物に隣接して医学部生命科学棟が
建設され、その中に設置されました。医学部生命科学棟は
複数の部局が入居する合同施設で、平成16年12月20日
に竣工した建物は、5階建て、延べ床面積約6582.16平米
を有します。この中に、科学研究基盤センターと医学部の
大型機器並びに設備が設置されており、岐阜大学における
生命科学分野の研究活動に大きく寄与することが期待され
ています。

この棟の3階から5階には同センター動物実験分野動物実験施設が入居しています。岐阜大学とし
ては初めてとなるバリアシステムを装備した近代型の大型動物実験施設です。
動物施設としてこれまでに比べ、旧キャンパス医学部棟内に散在していた飼育設備が中央集約化さ
れ一元管理されるとともに、飼育室スペースも大幅に拡大しました。新動物実験施設は、4つに分か
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れた飼育室エリアを有しており、ＳＰＦ小動物飼育室、クリーン小
動物飼育室、中動物飼育室、感染動物飼育室から構成されています。
そしてこれらの飼育室に加え、各実験室、中動物用手術室などを保
有しています。また全室Ｐ1Ａには対応しているので、遺伝子組換
え動物の飼育面積も増えました。これまでの施設に比べ、新たにＳ
ＰＦ動物を用いた実験、Ｐ2／Ｐ3クラスの感染動物実験、遺伝子
組換え動物の作成などができるようになりました。
また、小動物飼育室には、全室、個別換気型ケージングシステム
を導入したのも、本施設の特徴です。これにより、1飼育室あたり
の収容可能頭数は大きく増え、動物実験施設で問題となりやすい不
足気味の飼育室面積にも対応できるようになりました。

動物実験施設は、平成15年に改組され、医学部の附属施設から、
岐阜大学の共同利用施設としてセンター化されました。現在までの
所、岐阜大学内の者であれば、等しく使うことができます。
動物実験施設の利用を希望される方は、章末「利用の手引き」を
参照にしてください。また、同様の内容のことが科学研究基盤セン
ター動物実験分野ホームページ（http://www1.gifu-u.ac.jp/~lsrc/）
にも掲載されています。

（動物実験分野所有設備）動物実験施設（医学部生命科学棟内）収容能力
1．SPF小動物飼育エリア
（ア）マウス用ケージ／1728
（イ）ラット用ケージ／192

2．クリーン小動物飼育エリア
（ア）マウス用ケージ／2304
（イ）ラット用ケージ／256

3．中動物飼育エリア
（ア）手術室4
（イ）ウサギ飼育室

①ウサギ用ケージ／60
（ウ）ミニブタ飼育室

①ミニブタ用ケージ／6
（エ）イヌ飼育室

①イヌ用ケージ／7
（オ）サル飼育室

①サル用ケージ／3

4．感染動物飼育エリア
（ア）Ｐ2感染動物実験室

①アイソレーションＢＯＸ／64
（イ）Ｐ3感染動物実験室

①アイソレーションＢＯＸ／64
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◆利用の手引き
1．動物実験施設を使うには
動物実験施設を管轄する動物実験分野は、平成15年度より全学の共通利用施設となりました。柳
戸キャンパス医学部生命科学棟に新しくできた動物実験施設も、学内の者ならば、等しく使用するこ
とができます。
しかしながら、動物実験施設で実験を行うには、あらかじめ決められた手続きを経る必要がありま
す。いきなり、動物を持ってこられても実験はできません。岐阜大学における動物実験は、国の関連
法規、指針に加え、「岐阜大学動物実験取扱規則」に従わなければなりません。さらに、各部局に実
験取扱規則がある場合はそれに従う必要があります。

動物実験施設を使うには、事前に、必ず以下の3つの項目は満たしている必要があります。
①動物実験許可番号の取得：岐阜大学で動物実験を行う場合に必要
②動物実験施設利用者講習会の受講：動物実験施設を利用して実験を行う予定の人に必要
③動物実験施設利用申請書の提出：実際に動物実験施設に動物を搬入する予定の人に必要

1―1．動物実験許可番号の取得
岐阜大学において動物実験を行う際には、以下のような決められた手順を経る必要があります。各
種書類の提出、審査等が必要です。

〔動物実験審査申請書、計画書等の提出から実験開始迄の流れ〕
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一般的な流れは、図の左側となります。動物実験委員会へ動物実験計画書を提出、審査後、動物実
験許可番号を得る必要があります。委員会では、動物愛護法などに定められた内容に基づき、実験の
適正さが審査されます。
また、遺伝子組み換え動物や、病原体の動物への接種実験（感染動物実験）を行うことを予定して
いる研究者は、岐阜大学の組換えDNA安全委員会や病原体等安全管理員会へ関連書類の事前の提出
が必要になります。こちらの委員会では、カルタヘナ法（遺伝子組換え生物法）や感染症予防法など、
関連法規に基づいた審査が行われます。

1―2．動物実験施設利用者講習会の受講
動物実験を行う場合に、動物実験委員会主催の動物実験従事者講習会を受ける必要があります。さ
らに、動物実験を科学研究基盤センターの動物実験施設を使って行う場合には、事前に施設の利用ガ
イダンスにあたる講習会を受講する必要があります。講習会には、使用する飼育実験室に応じて、「動
物実験施設利用者講習会」「動物実験施設 SPF動物エリア利用者講習会」「動物実験施設感染実験エ
リア利用者講習会」の三つが用意されています。
このうち、「動物実験施設利用者講習会」は全員必修です。さらに必要に応じて、「動物実験施設 SPF
動物エリア利用者講習会」「動物実験施設感染実験エリア利用者講習会」を受講することになります。
これらの講習会を受講することにより、動物実験施設の利用が可能となると同時に、入館証（IC
カード）の発行申請が行えるようになります。

1―3．動物実験施設利用申請書の提出
1―1のプロセスを経て実験許可番号を交付されると、動物実験が可能となります。動物実験施設
を利用する際には、この実験許可番号を記入した動物実験施設利用申請書を提出してもらいます。
動物実験施設利用申請書は、科学研究基盤センター動物実験分野ホームページ（http://www1.gifu-
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u.ac.jp/~lsrc/dae/）より、PDFファイルの形でダウンロードが可能ですので、ご利用下さい。

2．動物実験施設使用心得
この使用心得は、岐阜大学動物実験取扱規程（以下「規程」という。）に則り、動物実験委員会で
審査了承された動物実験を科学研究基盤センター動物実験分野動物実験施設（以下「動物実験施設」
という。）において行う場合の具体的事項を定めるものである。実験実施者、実験実施補助者（以下
「実験実施者」という。）及び科学研究基盤センター職員（以下「センター職員」という。）は、適正
な動物実験ができるようにするとともに、施設の円滑な管理・運営を図り、併せて実験実施者相互の
便宜のために、実験実施者は動物実験の計画立案の段階から規程及びこの使用心得を遵守しなければ
ならない。

1 動物実験施設の使用者
1）動物実験施設を使用できる者は、岐阜大学および岐阜薬科大学の教職員ならびに学生、その他動
物実験分野長が使用を認めた者（以下「使用者」という。）で予め動物実験施設の施設利用講習
会を受講し登録した者とする。

2 講習会
1）すべての施設利用者は、事前に「動物実験施設利用者講習会」を受講しなければならない。これ
により、3階中動物エリア、4階小動物エリアの利用が可能となる。

3）5階ＳＰＦ動物エリアを使用するものは、2―1）の講習会に加え、事前に「動物実験施設ＳＰ
Ｆ動物エリア利用者講習会」を受講しなければならない。

4）3階感染動物実験エリアを使用するものは、2―1）の講習会に加え、事前に「動物実験施設感
染実験エリア利用者講習会」を受講しなければならない。

5）以上の動物実験施設利用者講習会を受講することにより、「医学部生命科学棟利用者カード登録
申請書（様式2）」「動物実験施設利用申請書（様式3）」を申請できる。

6）以上の講習会は、定期的に施設にて開催されている。

3 生命科学棟利用者カード
1）医学部生命科学棟の入退出は、セキュリティのためカードシステムにより制限されている。本施
設利用者に限らず、生命科学棟を利用するものは、生命科学棟利用者カードを必要とする。カー
ドを取得するためには、「医学部生命科学棟利用者カード登録申請書（様式2）」を管理室へ提出
する。

2）生命科学棟利用者カードは、発行申請書を提出することにより実費にて発行される。なお、この
カードにて動物実験施設を利用する場合には、上記「2．講習会」の受講が必要となる。利用者
カードは一人一枚とし、決して貸し借りをしてはならない。

4 使用申込みと使用許可
1）施設において動物実験を実施しようとする者は、原則として使用開始日の1週間前までに、各部
局で承認された「動物実験計画書」の許認可番号および必要事項を記入した「動物実験施設利用
申請書」（様式3）を管理室に提出する。

2）分野長あるいは動物実験管理者により施設の使用許可が与えられた実験実施者は、職員の指示に
従って使用する。

3）微生物を用いた感染動物実験、あるいは遺伝子を用いた実験及び遺伝子改変動物実験は、学内規
程、関係法規の規制を強く受けるので、必ず遵守する。

4）人体に危険な化学物質等を使用する実験は、事前に科学研究基盤センター動物実験分野長と十分
に打合せを行った上で申し込む。なお、表1で定める化学物質の使用は本施設ではできない。

5）放射性同位元素（RI）を取り扱う実験は、本施設では実施することができない。学内のRI 施設
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にて行うこと。
表1

（1）カドミウム及びその化合物
（2）シアン化合物
（3）有機燐化合物（パラチオン、メチルパラチオン、メチルジメトン及びEPN等）
（4）鉛及びその化合物
（5）六価クロム化合物
（6）砒素及びその化合物
（7）水銀及びアルキル水銀、その他の水銀化合物
（8）ポリクロリネイテッドビフェニル（別名 PCB）

5 施設への出入り
1）使用者は、生命科学棟利用者カードを必ず携帯し、施設正面玄関（東側2階）から出入りする。
2）施設内では、玄関で備え付けの上履きに履き替え、各エリアの更衣室で専用の実験衣と履き物に
更衣するとともに、消毒液で手指を消毒のうえ、マスク、手袋、帽子を着用して飼育室に入る。

3）3階、4階、5階の動物実験・飼育エリアへの入室は許可された者のみ可能となる。

6 エレベーター等の使用
1）施設の利用者は、北側エレベーターのみ使用する。
2）4、5階エリアの利用者は南側のエレベーターは、使用してはならない。
3）3階エリアの利用者は、動物の搬入、死体運搬にのみ使用することが可能とする。

7 動物の購入
1）この施設では、実験動物として繁殖・生産された動物しか使用できない。
2）希望者は入荷希望日の1週間前までに「動物実験施設利用申請書」（様式3）に必要事項を記入
し、施設へ提出する。おりかえし、施設利用許可の可否が連絡されるので。それを受けて実験実
施者は、購入依頼を業者に行う。購入動物は、直接施設へ搬入することとする。

3）施設で取り扱うことのできる動物は、動物の微生物コントロールの面から次の動物とする。
①日本の動物生産業者から導入するラット、マウスは SPF（specific pathogen free）動物とし、ラッ
トについては年1回以上腎症候性出血熱（HFRS：Hemorrhagic fever with renal syndrome）抗
体検査を実施し、HFRS 陰性の動物とする。
②日本の動物生産業者以外から導入する動物は、導入元の責任において、日本の動物生産業者に準
ずる SPF動物であり、また、ラットについてはHFRS 陰性の動物であることを証明する書類を
提出された動物とする。
③動物生産業者以外からマウス、ラットを導入する場合、国立大学動物実験施設協議会の「実験動
物の授受に関するガイドライン」に基づいた SPF動物でなくてはならない。
④その他のげっし類については、ラット、マウスに準ずる SPF動物あるいは外見上異常が認めら
れず、健康状態が良好で、検疫期間中異常が認められなかった動物とする。
⑤ウサギについては、ラット、マウスに準ずる SPF動物（クリーン／ヘルシー動物）あるいは外
見上異常が認められず、健康状態が良好で、検疫期間中異常が認められなかった動物とする。
⑥イヌ、ブタ、サル類は動物生産業者によって繁殖・生産された動物とし、地方自治体等から譲渡
された動物は含まない。
⑦その他の動物については、管理室に問い合わせる。
4）特殊な動物、系統、年齢あるいは微生物学的に品質の高い動物については、導入までにかなりの
日数や特別な配慮を必要とする場合があるため、職員と十分な打合せを行ったうえで申し込まね
ばならない。
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5）ブリーダーから購入できない遺伝子改変動物、モデル動物など特殊な動物については、職員と打
ち合せたうえで、実験実施者が動物を購入し、導入することができる。

8 動物の搬入・搬出
1）施設に導入された中動物（ウサギ、ブタ、イヌ等）は原則として検疫後に職員が飼育室に移動す
るが、マウス、ラットその他の動物は検疫後職員の指示により実験実施者が決められた飼育室に
移動させる。

2）飼育中の動物については飼育カードに必要事項を記載し収容ケージに明示する。
3）施設外に持ち出された動物を再度施設内に持ち込むことは禁止する。
4）施設に搬入した全ての動物の種、系統（又は品種）、導入時の年齢、導入先について記録し管理
室に提出し保存する。この記録は、「動物実験施設利用申請書」（様式3）を持って行う。

9 動物の検疫
1）動物は搬入時に所定の検疫を行う。また、搬入時及び実験中に不適と判定された動物については、
実験実施者は職員と協議のうえしかるべき処置を取らなければならない。実験実施者はその経緯
を記録し管理室に提出する。

2）動物の検疫記録は管理室で保存する。
3）検疫中の動物は原則として実験に使用できない。

10 動物の飼育環境
1）動物の飼育室は温度20～26℃、湿度40～70％に制御する。
2）照明時間は午前8時に点灯、午後8時に消灯するよう制御する。消灯時間帯に入室する場合には、
作業用の電灯を点け、退室時には必ず消灯する。

11 飼育器具・機材
1）通常の飼育に必要なケージ、給餌器、給水ビンおよび床敷等は、職員が洗浄・滅菌して、準備室
に常備する。特に必要な物品（例えば滅菌した実験機材等）がある場合には、予め管理室に連絡
する。

2）施設外に飼育用器具および機材は、持ち出してはならない。持ち出す際は、専用の容器を用意す
るので、それを利用する。実験後は速やかに管理室に連絡し、職員の指示により所定に位置に返
却する。

12 飼料
1）飼料は原則として施設で一括購入し準備室に常備する。
2）特殊な飼料は実験実施者が準備することとする。

13 飼育管理の分担
1）マウス、ラット、ハムスター等の小動物の給餌、給水、ケージ交換、室内清掃は原則として実験
実施者が行う。ただし受託飼育をしているものはのぞく。

2）イヌ、サル、ウサギ等の中・大動物の給餌、給水、ケージ交換、飼育棚、室内清掃は原則として
職員が行う。

3）感染実験あるいは特殊な実験中の動物の飼育管理は実験実施者で行う。

14 飼育管理の方法
1）マウス、ラット等の小動物の洗浄済み滅菌ケージ類、給水ビン、飼料等は準備室に常備する。
2）床敷使用のケージは週1回、洗浄済み滅菌ケージに交換する。
3）給水ビンによる感染を防止するため、一旦使用した給水ビンを他のケージに使用してはいけな
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い。
4）使用した飼育器具および機材類は実験者が所定の位置に運搬する。

15 飼育経費等
1）動物別の飼育経費（床敷代、管理費、空調費、器具損料等を含む。）は表2のとおりとする。

表2 飼育経費
動物種別 飼育経費

（円／ケージ・5匹・日）
マウス 4階 23

マウス 5階 SPF 35
（円／ケージ・4匹・日）

ラット 4階 65
ラット 5階 SPF 76

（円／ケージ・5匹・日）
受託飼育 マウス 4階 70

受託飼育 マウス 5階 SPF 80
（円／ケージ・4匹・日）

受託飼育 ラット 4階 110
受託飼育 ラット 5階 SPF 122

（円／ケージ・1匹・日）
ウサギ 115
サル 230
イヌ 230
ブタ 230

（円／1アイソレーションＢＯＸ・日）
P2（アイソレーションＢＯＸ） 115
P3（アイソレーションＢＯＸ） 175

2）ビニールアイソレータを使用する場合の使用経費は、フィルター交換費及び電気料として、100
円／台・日とする。

3）飼育室の一部あるいは前室を実験室として使用する場合の使用経費は、空調費として専有する面
積により算出する。1500円／平米・月

4）動物の死体処理に係わる経費は表3に定める。
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表3 死体処理経費（実費となります）
平成29年度料金

種類 想定重量（g） 単価／匹
マウス 30 19
ラット 300 191
モルモット 500 319
スナネズミ 60 38
ハムスター 150 96
ウサギ 2，000 1，274
イヌ 実費
ブタ 実費
サル 実費

屍体処理経費は637．2円／kg（年度により変更の可能性有り）で計算。ただし、よく使われる齧歯
類に関しては、個体ごとに体重を測定するのが困難なので、想定重量により決めた料金で一律課金。

5）上記の経費は、受益者負担分として受益者には毎月報告し、予算は3ヶ月ごとに電算処理し受益
者講座等から科学研究基盤センター予算に振替える。

16 実験操作
1）実験実施者は、動物実験を行う際には、表4に示すような点に配慮し、実験動物に無用の苦痛を
与えないよう配慮しなければならない。

表4 倫埋基準による医学生物学実験法に関する分類（Laboratory Animal Science 版）
カテゴリー 処置例および対処法

カテゴリA
生物個体を用いない実験あるいは植物、細
菌、原虫、又は無脊椎動物を用いた実験

生化学的、植物学的研究、細菌学的研究、微生物学的研究、無脊椎動物を用
いた研究、組織培養、剖検により得られた組織を用いた研究、屠場から得ら
れた組織を用いた研究。発育鶏卵を用いた研究。
無脊椎動物も神経系を持っており、刺激に反応する。従って無脊椎動物も人
道的に扱われなければならない。

カテゴリB
脊椎動物を用いた研究で、動物に対してほと
んど、あるいはまったく不快感を与えないと
思われる実験操作

実験の目的のために動物をつかんで保定すること。あまり有害でない物質を
注射したり、あるいは採血したりするような簡単な処置。動物の体を検査す
ること。深麻酔により意識を回復することのない動物を用いた実験。短時間
（2～3時間）の絶食絶水。急速に意識を消失させる標準的な安楽死法。例
えば、大量の麻酔薬の投与や軽く麻酔をかけるなどして鎮静させた動物を断
首することなど。

カテゴリC
脊椎動物を用いた実験で、動物に対して軽微
なストレスあるいは痛み（短時間持続する痛
み）を伴う実験。

麻酔下で血管を露出させ、カテーテルを長時間挿入すること。行動学的実験
において、意識ある動物に対して短時間ストレスを伴う保定（拘束）を行う
こと。フロイントのアジュバントを用いた免疫。苦痛を伴うが、それから逃
れられる刺激。麻酔下における外科的処置で、処置後も多少の不快感を伴う
もの。
カテゴリCの処置は、ストレスや痛みの程度、持続時間によっていろいろ
な配慮か必要になる。

カテゴリD
脊椎動物を用いた実験で、避けることのでき
ない重度のストレスや痛みを伴う実験。

行動学的実験において故意にストレスを加えること。麻酔下における外科的
処置で、処置後に著しい不快感を伴うもの。苦痛を伴う解剖学的あるいは生
理学的処置。苦痛を伴う刺激を与える実験で、動物がその刺激から逃れられ
ない場合。長時間（数時間あるいはそれ以上）にわたって動物の身体を保定
（拘束）すること。攻撃的な行動をとらせ、自分自身あるいは同種他個体を
損傷させること。麻酔薬を使用しないで痛みを与えること。例えば、毒性試
験において、動物が耐えることのできる最大の痛みに近い痛みを与えるこ
と。つまり動物が激しい苦悶の表情を示す場合。放射線障害をひきおこすこ
と。ある種の注射、ストレスやショックの研究など。
カテゴリDに属する実験を行う場合には、研究者は、動物に対する苦痛を
最小限のものにするために、あるいは苦痛を排除するために、別の方法がな
いか検討する責任がある。
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カテゴリE
麻酔していない意識のある動物を用いて、動
物が耐えることのできる最大の痛み、あるい
はそれ以上の痛みを与えるような処置。

手術する際に麻酔薬を使わず、単に動物を動かなくすることを目的として筋
弛緩薬あるいは麻痺性薬剤、例えばサクシニルコリンあるいはその他のク
ラーレ様作用を持つ薬剤を使うこと。麻酔していない動物に重度の火傷や外
傷をひきおこすこと。精神病のような行動をおこさせること。家庭用の電子
レンジあるいはストリキニーネを用いて殺すこと。避けることのできない重
度のストレスを与えること。ストレスを与えて殺すこと。
カテゴリEの実験は、それによって得られる結果が重要なものであっても、
決して行ってはならない。
カテゴリEに属する大部分の処置は、国の法律によって禁止されており、
したがって、これを行った場合は、国からの研究費は没収され、そして（ま
たは）その研究施設の農務省への登録は取り消されることがある。

Laboratory Animal Science. Special Issue :11-13,1987による

2）実験実施者は、動物実験を終了し、又は中断した実験動物を処分する場合には、表5に示すよう
な方法により、実験動物にできる限り苦痛を与えない方法で行い、その死を確認しなければなら
ない。

表5 動物に苦痛を与えない方法（安楽死の方法）

動物種 バルビツレイト
静脈注射 炭酸ガス吸入 頸椎脱臼 断首 煮沸

マウス ＋ ＊1 + + +
ラット ＋ ＊1 + + +
モルモット ＋ ＊2 +
小型齧歯類 ＋ ＊1 + + +
ウサギ ＋ ＊2 +
ネコ + +
イヌ + +
サル類 + +
トリ類 ＋ ＊2 + +
家畜類 + +

下等脊椎動物 + +
無脊椎動物 +

注 ＊1：腹腔内でもよい。＊2：心臓内でもよい。

17 死体の処理
1）実験実施者は、動物実験により開胸・開腹した小動物以外の実験動物は、縫合・整復する。
2）実験実施者は、実験動物の死体を各階に常備したビニール袋等に入れて、指定された貯蔵所まで
移動し、保存する。

3）実験動物の保存屍体は、屍体処分業者に依託する。

18 汚物・塵埃の処理
1）実験実施者は、実験・処置等によって生じた汚物・塵埃を処置室に設置された所定の容器に廃棄
区分に従い処理する。

2）注射針およびガラス器具類の処理は、事故防止のため一般塵埃に絶対に混入してはいけない。
3）所定の容器内に処理された汚物・塵埃は職員が最終処理する。

19 実験室等（実験室、前室、手術室）の使用
1）実験室等の使用を希望するときは、月末までに翌月の使用予定を「動物実験施設実験室使用願」
（様式4―1、4―2）に記入のうえ管理室に申し込む。
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2）実験実施者は、実験室等での準備、実験補助を行い、職員の指導により清掃、整理整頓を行う。
3）手術器具等の滅菌を必要とする実験実施者は、管理室に連絡し高圧蒸気・ガス滅菌のいずれかを
記入した用紙とともに手術器具等を使用予定の2日前までに所定の場所に置く。職員は、滅菌後
の手術器具等を使用予定日までに所定の場所に準備する。

4）小動物の処置（採血・外科手術・解剖等）は原則として実験室で行うものとする。
5）実験室等の使用経費ならびに貸し出し経費は表6に定める。

表6
4F～3F実験室（貸し出し）
（32平米：330、405、406、407、408、409）
（16平米：402）

平米単価1500円／月で計算。
一部屋32平米あるので、48000円／月

4F実験室机（貸し出し） 10000円～11000円／月・1机
3F手術室 2000円／一日・一部屋

20 実験室等（実験室、前室、手術室）への機器類の持ち込み
1）実験実施者が実験室等へ機器類は必要最小限のものとし、事前に「備品搬入届出書」（様式 ）
を管理室に提出する。

2）実験実施者は、持ち込む器具類は備え付けの消毒用アルコール（消毒薬）で噴霧消毒する。
3）実験室等への機器類の持ち込み、維持管理、搬出は実験実施者の責任において行う。なお、搬出
は動物実験終了後速やかに行う。

4）手術室等の医療配管に接続するガスボンベの管理は職員が行う。

21 実験器具・機材の貸与
1）動物実験に使用する器具、機材のうち施設が所有するものは貸与する。
2）施設が所有しない物品や特殊な器具、機材類は実験実施者が準備する。

22 時間外の使用
1）時間外とは、平日の午前9時から17時を除く時間、土曜日、日曜日、「国民の祝日に関する法律
に規定する休日および12月28日から翌年1月4日までとする。

2）施設の出入りは入退館システムにより管理されているため、登録者以外の使用はできない。施設
の出入りは、実験実施者の生命科学棟利用者カードによって行う。

3）時間外に使用するときは、使用後の室内の消灯、火気の始末の確認を十分に行う。

23 事故発生時の対応
不慮の事故が発生した場合は、ただちに管理室及び関係者に連絡し適切な措置を講じる。実験実施
者は事後にその報告書を作成しなければならない。時間外の緊急連絡先は表7のとおりである。

表7

平常時、緊急時 科学研究基盤センター
動物実験分野管理室

内線6608
058―230―6608

時間外、緊急時
中央監視（24時間） 内線7026

058―230―7026

防災センター（24時間） 内線7098
058―230―7098
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24 施設内電話及び呼び出し方法
1）施設内の電話は表8のとおりである。（ダイヤルイン）以外の電話は、学外へつながらない。

表8

医学部生命科学棟
2階

管理室（ダイヤルイン） 6608
教員室（ダイヤルイン） 6609

セミナー室 8909

医学部生命科学棟
3階

実験室31（共通実験室） 8913
P2実験室 8916
洗浄滅菌室 8917
P3実験室 8918
手術準備室 8922

医学部生命科学棟
4階

実験室43（貸出実験室） 8927
飼料貯蔵室（洗浄準備室） 8928
実験室44（実験机貸出室） 8929

実験室45 8930
実験室46（共通実験室） 8931
実験室47（実験机貸出室） 8932

医学部生命科学棟
5階

実験室51（セミ SPF共通実験室） 8933
SPF実験室（共通実験室） 8935

洗浄滅菌室 8936

25 使用の制限又は禁止
使用心得を遵守せず、他に著しく迷惑を及ぼした場合や岐阜大学動物実験取扱規程から逸脱するよ
うな実験を行った場合には、施設使用の制限又は禁止の措置を講じることがある。

26 動物実験専門部会
科学研究基盤センター運営委員会規則第8条の規定により、施設の運営に係る特定事項を審議する
ため、動物実験施設専門部会を置くことができる。
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3．国立大学法人岐阜大学動物実験取扱規程
（趣旨等）
第1条 この規程は、国立大学法人岐阜大学（以下「本学」という。）における動物実験等を適正に
行うため、動物実験委員会の設置、動物実験計画の承認手続き等必要な事項を定めるものとする。
2 動物実験等については、動物の愛護及び管理に関する法律（昭和48年法律第105号。以下「法」
という。）、実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準（平成18年環境省告示第88号。
以下「飼養保管基準」という。）、研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針（平成18
年文部科学省告示第71号。以下「基本指針」という。）、動物の殺処分方法に関する指針（平成7年
総理府告示第40号）、その他の法令等に定めがあるもののほか、この規程の定めるところによるもの
とする。
3 動物実験等の実施に当たっては、法及び飼養保管基準に則し、動物実験等の原則である代替法の
利用（科学上の利用の目的を達することができる範囲において、できる限り動物を供する方法に代わ
り得るものを利用することをいう。）、使用数の削減（科学上の利用の目的を達することができる範囲
において、できる限りその利用に供される動物の数を少なくすること等により実験動物を適切に利用
することに配慮することをいう。）及び苦痛の軽減（科学上の利用に必要な限度において、できる限
り動物に苦痛を与えない方法によってしなければならないことをいう。）の3R（Replacement,Reduc-
tion,Refinement）に基づき、適正に実施しなければならない。
（定義）
第2条 この規程において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによ
る。
一 「部局等」とは、各学部、各研究科，流域圏科学研究センター、医学部附属病院及び研究推進・
社会連携機構をいう。
二 「部局長」とは、前号に規定する部局等の長をいう。
三 「動物実験等」とは、次号に規定する実験動物を教育、試験研究又は生物学的製剤の製造の用そ
の他の科学上の利用に供することをいう。
四 「実験動物」とは、動物実験等の利用に供するため、施設等で飼養又は保管している哺乳類、鳥
類又は爬虫類に属する動物（施設等に導入するために輸送中のものを含む。）をいう。
五 「施設等」とは、飼養保管施設及び実験室をいう。
六 「飼養保管施設」とは、実験動物を恒常的に飼養若しくは保管又は動物実験等を行う施設・設備
をいう。
七 「実験室」とは、実験動物に実験操作（48時間以内の一時的保管を含む。）を行う動物実験室を
いう。
八 「動物実験計画」とは、動物実験等の実施に関する計画をいう。
九 「管理者」とは、学長の命を受け、実験動物及び施設等を管理する部局長をいう。
十 「実験動物管理者」とは、部局長を補佐し、実験動物に関する知識及び経験を有する実験動物の
管理を担当する者をいう。
十一 「動物実験実施者」とは、動物実験等を実施する者をいう。
十二 「動物実験責任者」とは、動物実験実施者のうち、動物実験等の実施に関する業務を統括する
者をいう。
十三 「飼養者」とは、実験動物管理者又は動物実験実施者の下で実験動物の飼養又は保管に従事す
る者をいう。
十四 「管理者等」とは、学長、管理者、実験動物管理者、動物実験実施者及び飼養者をいう。
十五 「指針等」とは、動物実験等に関して行政機関の定める基本指針及び日本学術会議が作成した
「動物実験の適正な実施に向けたガイドライン（平成18年6月）」をいう。
（適用範囲）
第3条 この規程は、本学において実施される哺乳類、鳥類、爬虫類の生体を用いる全ての動物実験
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等に適用する。
2 動物実験責任者は、動物実験等の実施を本学以外の機関に委託等する場合、委託先においても、
基本指針又は他省庁の定める動物実験等に関する基本指針に基づき、動物実験等が実施されることを
確認するものとする。
（学長の責務）
第4条 学長は、本学における動物実験等の適正な実施並びに実験動物の飼養及び保管の最終的な責
任者として総括する。
2 動物実験計画の承認、実施状況及び結果の把握、飼養保管施設及び実験室の承認、教育訓練、自
己点検・評価、情報公開、その他動物実験等に関する業務は、学長の委任により第5条に定める動物
実験委員会が行う。
（動物実験委員会）
第5条 動物実験委員会（以下「委員会」という。）は、次の各号に掲げる事項を審議又は調査し、
学長に報告又は助言を行う。
一 動物実験計画が指針等及びこの規程に適合していること。
二 動物実験計画の実施状況及び結果に関すること。
三 施設等及び実験動物の飼育保管状況に関すること。
四 動物実験及び実験動物の適正な取り扱い並びに関係法令等に関する教育訓練の内容又は体制に関
すること。
五 自己点検・評価に関すること。
六 施設等の利用に関すること。
七 施設等の環境保全に関すること。
八 その他、動物実験等の適正な実施のための必要事項に関すること。
（組織）
第6条 委員会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。
一 学長が指名する理事
二 医学系研究科及び応用生物科学部から選出された動物実験等又は実験動物に関して優れた識見を
有する教育職員 各2人
三 教育学部及び地域科学部から選出されたその他学識経験を有する教育職員（人文・社会科学系を
専攻する教育職員に限る。） 各1人
四 工学部から選出された動物実験等若しくは実験動物に関して優れた識見を有する教育職員又はそ
の他学識経験を有する教育職員 1人
五 動物実験を実施している各部局（研究施設及び共同教育研究支援施設を含む。）の動物実験に携
わる教育職員のうちから選出された動物実験等又は実験動物に関して優れた識見を有する者 1人
六 研究推進部長
七 その他委員会が必要と認める者
2 前項第2号から第5号まで及び第7号に規定する委員は、学長が委嘱する。
（任期）
第7条 前条第1項第2号から第5号まで及び第7号に規定する委員の任期は2年とし、再任を妨げ
ない。ただし、委員に欠員が生じたときの補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。
（委員長等）
第8条 委員会に委員長及び副委員長を置く。
2 委員長は、学長が指名する理事をもって充てる。
3 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。
4 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。
5 副委員長は、次の各号に掲げる者をもって充てる。
一 第6条第1項第2号の規定により選出された医学系研究科及び応用生物科学部の委員で委員長が
指名するもの 各1人
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二 第6条第1項第5号の規定により選出された委員
（会議）
第9条 委員会は、委員の3分の2以上の出席をもって成立する。
2 議事は、出席委員の過半数の同意をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。
3 動物実験計画の審査については、次の判定により行うものとする。
一 承認
二 条件付き承認
三 不承認
四 非該当
4 委員は、自らが動物実験責任者となる動物実験計画の審議に加わることはできない。
5 審査の対象となる動物実験実施者は、委員会の要請があった場合には、委員会で当該実験計画を
説明しなければならない。
（守秘義務）
第10条 委員は、動物実験計画に関して知り得た情報を第三者に漏えいしてはならない。
（委員以外の者の出席）
第11条 委員会が必要と認めるときは、委員以外の者の出席を求めて、その意見を聴くことができ
る。
第12条 削除
（庶務）
第13条 委員会の庶務は、医学系研究科・医学部事務部及び応用生物科学部事務部の協力を得て、
研究推進部研究推進課において処理する。
2 研究推進部研究推進課は、委員会開催に関する議事録等の作成及び保存等を行わなければならな
い。
（実験動物管理者）
第14条 動物実験を行う部局に、実験動物管理者を少なくとも1人置くものとする。
2 実験動物管理者は、実験動物に関する知識及び経験を有する者のうちから、当該部局長が任命す
る。
3 実験動物管理者は、部局長を補佐し、実験動物及び施設等の管理を行う。
（動物実験計画の立案、審査、手続き）
第15条 動物実験責任者は、動物実験等により取得されるデータの信頼性を確保する観点から、次
に掲げる事項を踏まえて動物実験計画を立案し、動物実験計画書（別紙様式第1号）を学長に提出し
なければならない。
一 研究の目的、意義及び必要性
二 代替法を考慮して、実験動物を適切に利用すること。
三 実験動物の使用数削減のため、動物実験等の目的に適した実験動物種の選定、動物実験成績の精
度と再現性を左右する実験動物の数、遺伝学的及び微生物学的品質並びに飼養条件を考慮すること。
四 苦痛の軽減により動物実験等を適切に行うこと。
五 苦痛度の高い動物実験等、例えば、致死的な毒性試験、感染実験、放射線照射実験等を行う場合
は、動物実験等を計画する段階で人道的エンドポイント（実験動物を激しい苦痛から解放するための
実験を打ち切るタイミング）の設定を検討すること。
2 前項の動物実験計画書において申請可能な実験実施期間は、動物実験計画の承認を得てから最長
3年間とする。
3 動物実験責任者は，動物実験等の開始後において、当該実験計画の内容を変更又は追加する必要
がある場合は、動物実験計画（変更・追加）承認申請書（別紙様式第2号）を提出しなければならな
い。
4 学長は、動物実験責任者から第1項及び前項に規定する書類の提出を受けたときは、委員会に審
査を付議し、その結果を当該動物実験責任者に通知する。
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5 動物実験責任者は、動物実験計画について学長の承認を得た後でなければ、動物実験等を行うこ
とができない。
（動物実験の実施）
第16条 動物実験実施者は、動物実験等の実施に当たって、法、飼養保管基準、指針等に則すると
ともに、特に次に掲げる事項を遵守しなければならない。
一 適切に維持管理された施設等において動物実験等を行うこと。
二 動物実験計画書に記載された事項及び次に掲げる事項を遵守すること。
イ 適切な麻酔薬、鎮痛薬等の利用
ロ 実験の終了の時期（人道的エンドポイントを含む。）の配慮
ハ 適切な術後管理
ニ 適切な安楽死の選択
三 安全管理に注意を払うべき実験（物理的、化学的に危険な材料、病原体、遺伝子組換え動物等を
用いる実験）については、関係法令等及び本学における関連する規程等に従うこと。
四 物理的、化学的に危険な材料又は病原体等を扱う動物実験等について、安全のための適切な施設
や設備を確保すること。
五 実験実施に先立ち必要な実験手技等の習得に努めること。
六 侵襲性の高い大規模な存命手術に当たっては、経験等を有する者の指導下で行うこと。
2 動物実験責任者は、動物実験計画を実施し当該計画を終了又は当該計画を途中で中止したときに
は、動物実験成果報告書（別紙様式第3号）により使用動物数、計画からの変更の有無、成果等につ
いて学長に報告しなければならない。
3 前項に規定する報告書は、動物実験計画を終了したときにあっては当該実験終了日の属する年度
の3月末までに、中止したときにあっては中止後速やかに提出するものとする。
4 動物実験責任者は、動物実験等の実施状況について、毎年1回以上、自己点検を行い、動物実験
の自己点検票（別紙様式第4号）により学長へ報告しなければならない。
（飼養保管施設の設置）
第17条 飼養保管施設を設置（変更を含む。）する場合は、管理者が飼養保管施設設置承認申請書（別
紙様式第5号）を提出し、学長の承認を得なければならない。
2 飼養保管施設管理者、動物実験実施者及び飼養者は、学長の承認を得た飼養保管施設でなければ、
当該飼養保管施設での飼養若しくは保管又は動物実験等を行うことができない。
3 学長は、申請された飼養保管施設を委員会に調査させ、その助言により、承認または非承認を決
定する。
4 飼養保管施設の管理者は、飼養保管状況について、毎年1回以上、自己点検を行い、実験動物飼
養保管状況の自己点検票（別紙様式第6号）により学長へ報告しなければならない。
（飼養保管施設の要件）
第18条 飼養保管施設は、次に掲げる要件を満たさなければならない。
一 適切な温度、湿度、換気、明るさ等を保つことができる構造等であること。
ニ 実験動物の種類や飼養又は保管する数等に応じた飼育設備を有すること。
三 床や内壁などの清掃、消毒等が容易な構造で、器材の洗浄や消毒等を行う衛生設備を有すること。
四 実験動物が逸走しない構造及び強度を有すること。
五 臭気、騒音、廃棄物等による周辺環境への悪影響を防止する措置がとられていること。
六 実験動物管理者がおかれていること。
（実験室の設置）
第19条 飼養保管施設以外において、実験室を設置（変更を含む。）する場合は、管理者が実験室設
置承認申請書（別紙様式第7号）を提出し、学長の承認を得なければならない。
2 学長は、申請された実験室を委員会に調査させ、その助言により、承認または非承認を決定する。
3 実験室管理者、動物実験実施者及び飼養者は、学長の承認を得た実験室でなければ、当該実験室
での動物実験等（48時間以内の一時的保管を含む。）を行うことができない。



―93―

（実験室の要件）
第20条 実験室は、次に掲げる要件を満たさなければならない。
一 実験動物が逸走しない構造及び強度を有し、実験動物が室内で逸走しても捕獲しやすい環境が維
持されていること。
二 排泄物や血液等による汚染に対して清掃や消毒が容易な構造であること。
三 常に清潔な状態を保ち、臭気、騒音、廃棄物等による周辺環境への悪影響を防止する措置がとら
れていること。
（施設等の維持管理及び改善）
第21条 管理者は、実験動物の適正な管理並びに動物実験等の遂行に必要な施設等の維持管理及び
改善に努めなければならない。
2 管理者は、実験動物の種類、習性等を考慮した飼養又は保管を行うための環境の確保を行わなけ
ればならない。
（施設等の廃止）
第22条 施設等を廃止する場合は、管理者が施設等（飼養保管施設・動物実験室）廃止届（別紙様
式第8号）により、学長に届け出なければならない。
2 管理者は、必要に応じて、動物実験責任者と協力し、飼養又は保管中の実験動物を他の飼養保管
施設に譲り渡すよう努めなければならない。
（飼養保管マニュアルの作成と周知）
第23条 管理者及び実験動物管理者は、飼養保管のマニュアルを定め、動物実験実施者及び飼養者
に周知し遵守させなければならない。
（実験動物の健康及び安全の保持）
第24条 実験動物管理者、動物実験実施者、飼養者は、飼養保管基準を遵守し、実験動物の健康及
び安全の保持に努めなければならない。
（実験動物の導入）
第25条 管理者は、実験動物の導入に当たり、関連法令や指針等に基づき適正に管理されている機
関より導入しなければならない。
2 実験動物管理者は、実験動物の導入に当たり、適切な検疫、隔離飼育等を行うものとする。
3 実験動物管理者は、実験動物の飼養環境への順化・順応を図るための必要な措置を講じるものと
する。
（実験動物の飼育・管理）
第26条 実験動物管理者、動物実験実施者及び飼養者は、実験動物の生理、生態、習性等に応じて、
適切に給餌・給水を行わなければならない。
（健康管理）
第27条 実験動物管理者、動物実験実施者及び飼養者は、実験目的以外の傷害や疾病を予防するた
め、実験動物に必要な健康管理に配慮しなければならない。
2 実験動物管理者、動物実験実施者及び飼養者は、実験動物の種類、習性等を考慮した飼育又は保
管を行うための環境の確保を行わなければならない。
3 実験動物管理者、動物実験実施者及び飼養者は、実験目的以外の傷害や疾病にかかった場合、実
験動物に適切な治療等を行わなければならない。
（異種又は複数動物の飼育）
第28条 実験動物管理者、動物実験実施者及び飼養者は、異種又は複数の実験動物を同一施設内で
飼養又は保管する場合、その組み合わせを考慮し、収容しなければならない。
（記録の保存及び報告）
第29条 管理者等は、実験動物の入手先、飼育履歴、病歴等に関する記録を整備及び保存しなけれ
ばならない。
2管理者は、年度ごとに飼養保管した実験動物の種類と数等について、学長に報告しなければならな
い。
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（実験動物の譲渡）
第30条 管理者等は、実験動物の譲渡に当たり、その特性、飼養又は保管の方法、感染性疾病等に
関する情報を提供しなければならない。
（実験動物の輸送）
第31条 管理者等は、実験動物の輸送に当たり、飼養保管基準を遵守し、実験動物の健康及び安全
の確保、人への危害防止に努めなければならない。
（危害防止）
第32条 管理者は、逸走した実験動物の捕獲の方法等を定めなければならない。
2 管理者は、人に危害を加える等の恐れのある実験動物が施設等外に逸走した場合には、速やかに
研究推進部研究推進課へ連絡しなければならない。
3 管理者は、実験動物管理者、動物実験実施者及び飼養者が、実験動物由来の感染症及び実験動物
による咬傷、アレルギー等に対して、予防及び発生時の必要な措置を講じなければならない。
4 管理者は、毒へび等の有毒動物の飼養又は保管をする場合は、人への危害の発生の防止のため、
飼養保管基準に基づき必要な事項を別途定めなければならない。
5 管理者等は、実験動物の飼養及び保管並びに動物実験等の実施に関係のない者が実験動物等に接
することのないよう、必要な措置を講じなければならない。
（緊急時の対応）
第33条 管理者は、地震、火災、人と動物の共通感染症の発生時等の緊急時に執るべき措置の計画
をあらかじめ作成し、関係者に対して周知を図らなければならない。
2 管理者等は、緊急事態発生時において、実験動物の保護、実験動物の逸走による危害防止に努め
なければならない。
（教育訓練）
第34条 実験動物管理者、動物実験実施者及び飼養者は、次に掲げる事項に関して、動物実験委員
会が実施する教育訓練を受けなければならない。
一 関連法令、指針、本学の定める規程等
ニ 動物実験等の方法に関する基本的事項
三 実験動物の飼養又は保管に関する基本的事項
四 安全確保、安全管理に関する事項
五 その他、適切な動物実験等の実施に関する事項
2 教育訓練の実施日、教育内容、講師及び受講者名は、研究推進部研究推進課が記録し保存する。
（自己点検）
第35条 委員会は、飼養保管基準及び基本指針への適合性に関し、自己点検・評価を行わなければ
ならない。
2 委員会は、動物実験等の実施状況等に関する自己点検・評価を行い、その結果を学長に報告しな
ければならない。
3 委員会は、管理者、動物実験実施者、動物実験責任者、実験動物管理者並びに飼養者等に、自己
点検・評価のための資料を提出させることができる。
4 学長は、自己点検・評価の結果について、学外の者による検証を受けるよう努めるものとする。
（情報の公開）
第36条 本学における、動物実験等に関する情報（この規程、実験動物の飼養又は保管の状況、自
己点検・評価、検証の結果、動物実験委員会の構成等の情報）を毎年1回程度、インターネットの利
用その他の適切な方法により公表する。
（準用）
第37条 第2条第4号に定める実験動物以外の動物を使用する動物実験等については、飼養保管基
準の趣旨に沿って行なうよう努めなければならない。
（適用除外）
第38条 畜産に関する飼養管理の教育若しくは試験研究又は畜産に関する育種改良を目的とした実
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験動物（一般に、産業用家畜と見なされる動物種に限る。）の飼養又は保管及び生態の観察を行うこ
とを目的とした実験動物の飼養又は保管については、この規程を適用しない。この場合において、畜
産動物については、産業動物の飼養及び保管に関する基準（平成25年環境省告示第85号）、生態の
観察については、家庭動物等の飼養及び保管に関する基準（平成19年環境省告示第104号）に準じ
て行うものとする。
2 前項の規定にかかわらず、外科的措置を施して研究を行う場合、薬理学実験による研究を行う場
合並びに解剖学、生理学、病理学等の基礎科学及び応用獣医学、臨床獣医学等の教育及び実習に供す
る場合には、この規程の適用を受けるものとする。
（雑則）
第39条 この規程に定めるもののほか、動物実験に関し必要な事項は、別に定める。
附則
1 この規程は、平成20年3月11日から施行する。
2 岐阜大学動物実験規程（平成19年規程第57号）及び岐阜大学動物実験委員会細則（平成19年
細則第55号）は、廃止する。
附則
この規程は、平成21年5月1日から施行する。
附則
この規程は、平成22年4月1日から施行する。
附則
この規程は、平成23年4月1日から施行する。
附則
この規程は、平成24年8月1日から施行する。
附則
この規程は、平成27年4月1日から施行する。
附則
この規程は、平成29年4月1日から施行する。
附則
この規程は、平成29年6月21日から施行する。
附則
この規程は、平成30年5月1日から施行する。
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◆活動報告
1．利用状況
1．動物実験施設利用者状況
（利用者数）

年間延べ利用者数 登録利用者数
5階 SPF小動物区画 4，850 440
4階小動物区画 13，868 647
3階中動物区画 6，320 647
3階 P2感染実験室 1，700 156
3階 P3感染実験室 729 28

総計 27，467 647

※年間延べ利用者数：入退出カードシステムにてカウントした入退出者数（施設管理・維持スタッフ
入退出数は除いてある）

※登録利用者数：入退出カードの発行数。複数の区画の入退出が可能な利用者がいるため、総計は発
行カード数

（登録利用者数内訳）
部局 登録利用者数 登録グループ数

医学部・病院 402 43
応用生物科学部 58 25

工学部 9 2
教育学部 6 1

大学院連合創薬医療情報研究科 17 4
生命科学総合研究支援センター 18 4
生命の鎖統合研究センター 2 1

岐阜薬科大学 135 10
総計 647 90

※登録利用者数：入退出カードの発行数
※登録グループ数：研究室単位の数
※生命科学総合研究支援センターは、平成30年4月より科学研究基盤センターへ改称

2．実験動物飼育状況
総使用数 年間延べ飼育頭数

げっ歯目
マウス 40，598 5，552，419
ラット 518 45，003

モルモット 58 944
重歯目 ウサギ 154 11，259
食肉目 実験用イヌ 0 1，095
食虫目 スンクス 31 9，258

※総使用数：実験が平成29年度中に終了した個体数
※年間延べ飼育頭数：飼育頭数総数を日割りで延べ算出したもの
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田中香お里生命科学研究支援センター長による弔辞

3．行事・催事
・平成29年10月4日：実験動物慰霊祭
生命科学総合研究支援センター主催

※生命科学総合研究支援センターは、平成30年4月より科学研究基盤センターへ改称

4．動物実験施設見学者
（平成29年度）
・2017／06／20 岐阜大学応用生物科学部獣医学課程（実習） 計30名
・2018／01／19 自然科学研究機構生理学研究所動物実験センター 計8名
※施設利用者以外の動物実験施設設備等の見学者

2．講習会・講演会
1．利用者講習会
•第1回利用者講習会：2017／4／24
・動物実験施設利用者講習会
・動物実験施設 SPFエリア利用者講習会
・動物実験施設感染実験エリア利用者講習会
•第2回利用者講習会：2017／6／27
・動物実験施設利用者講習会
・動物実験施設 SPFエリア利用者講習会
・動物実験施設感染実験エリア利用者講習会
•第3回利用者講習会：2017／8／31
・動物実験施設利用者講習会
・動物実験施設 SPFエリア利用者講習会
・動物実験施設感染実験エリア利用者講習会
•第4回利用者講習会：2017／10／30
・動物実験施設利用者講習会
・動物実験施設 SPFエリア利用者講習会
・動物実験施設感染実験エリア利用者講習会
•第5回利用者講習会：2017／12／19
・動物実験施設利用者講習会
・動物実験施設 SPFエリア利用者講習会
・動物実験施設感染実験エリア利用者講習会
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•第6回利用者講習会：2018／02／28
・動物実験施設利用者講習会
・動物実験施設 SPFエリア利用者講習会
・動物実験施設感染実験エリア利用者講習会

3．業績論文集
1．動物実験施設利用者業績論文（2017年発表分）（順不同）
（略語）医：大学院医学研究科、病：大学病院、応：応用生物科学部、教：教育学部、連創：大学院
連合創薬医療情報研究科、生命：生命科学総合研究支援センター、薬大：岐阜薬科大学

［医：解剖学］
［1］A disturbance of intestinal epithelial cell population and kinetics in APC1638T mice, Wang T,
Onouchi T, Yamada NO, Matsuda S, Senda T, Med Mol Morphol,50（2）:94―102,2017

［医：寄生虫学・感染学］
［2］Koyama S, Matsunaga S, Imanishi M, Maekawa Y, Kitano H, Takeuchi H, Tomita S. Tumour
blood vessel normalisation by prolyl hydroxylase inhibitor repaired sensitivity to chemotherapy in a
tumour mouse model. Sci. Rep.2017; 7:4562.

［3］Fukuoka M, Tokuda E, Nakagome K, Wu Z, Nagano I, Furukawa Y. An essential role of N-
terminal domain of copper chaperone in the enzymatic activation of Cu/Zn-superoxide dismutase. J
Inorg Biochem.2017;175:208―216.

［4］Aukkanimart R, Boonmars T, Sriraj P, Sripan P, Songsri J, Ratanasuwan P, Laummaunwai P,
Boueroy P, Khueangchaingkhwang S, Pumhirunroj B, Artchayasawat A, Boonjaraspinyo S, Wu Z,
Hahnvajanawong Ch, Vaeteewoottacharn K, Wongkham S. In Vitro and In Vivo Inhibitory Effects
of α-Mangostin on Cholangiocarcinoma Cells and Allografts. Asian Pac J Cancer Prev.2017;18:707―
713.

［5］Sripan P, Boonmars T, Songsri J, Aukkanimart R, Sriraj P, Rattanasuwan P, Boueroy P, Suwan-
natrai A, Aunpromma S, Khuntikeo N, Loilome W, Namwat N, Yongvanit P, Wai A, Khueang-
chaingkhwang S, Wu Z, Pumhirunroj B, Artchayasawat A, Boonjaraspinyo S. Simplified techniques
for killing the carcinogenic, Opisthorchis viverrini metacercariae in cyprinid fish. Asia Pac J Cancer
Prev.2017;18:1507―1511

［6］前川洋一．トキソプラズマ症 今日の治療指針2017；59：238―240．

［医：救急災害］
［7］Okada H, Takemura G, Suzuki K, Takada C, Hotta Y, Miyazaki N, Tsujimoto A, Muraki I, Ando
Y, Zaikokuji R, Matsumoto A, Kitagaki H, Tamaoki Y, Usui T, Doi T, Yoshida T, Yoshida S, Ushiko-
shi H, Toyoda I, Ogura S. Three Dimensional Ultrastructure of Capillary Endothelial Glycocalyx un-
der Normal and Experimental Endotoxemia Conditions. Crit Care2017;21:261

［8］岡田英志、鈴木浩大、竹村元三、小倉真治 敗血症における微小血管傷害の超微形態 日本外
科感染症学会雑誌2017；14（6）：713―720
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［医：口腔病態学］
［9］TMEM207hinders the tumour suppressor function of WWOX in oral squamous cell carcinoma.
Katsuaki Bunai, Hiroshi Okubo, Kimika Hano, Keisuke Inoue, Yusuke Kito, Chiemi Saigo, Toshiyuki
Shibata, Tamotsu Takeuchi. Journal of Cellular and Molecular Medicine22（2）:1026―1033.2017

［10］Promotion of cell proliferation by the proto-oncogene DEK enhances oral squamous cell car-
cinogenesis through field cancerization. Nakashima T, Tomita H, Hirata A, Ishida K, Hisamatsu K,
Hatano Y, Kanayama T, Niwa A, Noguchi K, Kato K, Miyazaki T, Tanaka T, Shibata T, Hara A.
Cancer Medicine2017Aug23. doi:10．1002/cam4.1157.

［医：高次神経形態学］
［11］遺伝子工学を用いた活性化神経細胞の可視化 山口瞬、江口恵 日本神経精神薬理学雑誌37
（5／6），147―153，2017

［医：腫瘍病理］
［12］Hatano Y, Fukuda S, Hisamatsu K, Hirata A, Hara A, Tomita H. Multifaceted Interpretation of
Colon Cancer Stem Cells. Int J Mol Sci.2017;18（7）: E1446．

［13］Ishida K, Tomita H, Nakashima T, Hirata A, Tanaka T, Shibata T, Hara A. Current mouse mod-
els of oral squamous cell carcinoma: genetic and chemically induced models. Oral Oncol.2017;73:16―
20.

［14］Miyai M, Tomita H, Soeda A, Yano H, Iwama T, Hara A. Current trends in mouse models of
glioblastoma. J Neurooncol.2017;35:423―432.

［15］Ando T, Ito H, Ohtaki H, Kanbe A, Hirata A, Hara A, Seishima M. Role of invariant NKT cells in
lipopolysaccharide-induced lethal shock during encephalomyocarditis virus infection. Immunobiol-
ogy222:350―357,2017

［16］Ito H, Ando T, Nakamura M, Ishida H, Kanbe A, Kobiyama K, Yamamoto T, Ishii KJ, Hara A,
Seishima M, Ishikawa T. Induction of humoral and cellular immune response to hepatitis B virus
（HBV）vaccine can be upregulated by CpG oligonucleotides complexed with Dectin―1ligand. J Vi-
ral Hepat.24:155―162,2017

［17］Hayashi Y, Kimura A, Nakamura H, Mimuro M, Iwasaki Y, Hara A, Yoshida M, Inuzuka T.
Neuropathological findings from an autopsied case showing posterior reversible encephalopathy
syndrome-like neuroradiological findings associated with premedication including tacrolimus for au-
tologous peripheral blood stem cell transplantation. J Neurol Sci.375:382―387,2017

［18］Kanbe A, Ito H, Omori Y, Hara A, Seishima M. The inhibition of NLRP3signaling attenuates
liver injury in an α-galactosylceramide-induced hepatitis model. Biochem Biophys Res Commun.
2017;490:364―370.

［19］Ogiso H, Ito H, Kanbe A, Ando T, Hara A, Shimizu M, Moriwaki H, Seishima M. The Inhibition
of Indoleamine2，3―Dioxygenase Accelerates Early Liver Regeneration in Mice After Partial He-
patectomy. Dig Dis Sci.2017;62:2386―2396.
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［20］Nakashima T, Tomita H, Hirata A, Ishida K, Hisamatsu K, Hatano Y, Kanayama T, Niwa A,
Noguchi K, Kato K, Miyazaki T, Tanaka T, Shibata T, Hara A. Promotion of cell proliferation by the
proto-oncogene DEK enhances oral squamous cell carcinogenesis through field cancerization. Can-
cer Med.2017; 6:2424―2439.

［21］Aoki H, Hara A, Kunisada T. Induced haploinsufficiency of Kit receptor tyrosine kinase impairs
brain development. JCI Insight2017; 2: pii:94385.

［22］Ando T, Ito H, Kanbe A, Hara A, Seishima M. Deficiency of NALP3 Signaling Impairs Liver
Regeneration After Partial Hepatectomy. Inflammation.2017;40:1717―1725.

［23］Ideta T, Shirakami Y, Ohnishi M, Maruta A, Obara K, Miyazaki T, Kochi T, Sakai H, Tomita H,
Tanaka T, Blaner WS, Shimizu M. Non-alcoholic steatohepatitis-related liver tumorigenesis is sup-
pressed in mice lacking hepatic retinoid storage. Oncotarget.2017; 8:70695―70706

［24］Ito H, Mizuno M, Noguchi K, Morishita R, Iwamoto I, Hara A, Nagata KI. Expression analyses of
Phactr1（Phosphatase and actin regulator1）during mouse brain development. Neurosci Res.2017
in press

［25］Hamada N, Mizuno M, Tomita H, Iwamoto I, Hara A, Nagata KI. Expression analyses of Dusp
22（Dual-specificity phosphatase22）in mouse tissues. Med Mol Morphol, in press

［医：消化器病態学］
［26］Matsumoto T, Hara T, Shibata Y, Nakamura N, Nakamura H, Ninomiya S, Kitagawa J, Kane-
mura N, Goto N, Kito Y, Kasahara S, Yamada T, Sawada M, Miyazaki T, Takami T, Takeuchi T,
Moriwaki H, Tsurumi H. A salvage chemotherapy of R-P-IMVP16/CBDCA consisting of rituximab,
methylprednisolone, ifosfamide, methotrexate, etoposide, and carboplatin for patients with diffuse
large B cell lymphoma who had previously received R-CHOP therapy as first-line chemotherapy.
Hematol Oncol2017;35:288―295.

［27］Ideta T, Shirakami Y, Ohnishi M, Maruta A, Obara K, Miyazaki T, Kochi T, Sakai H, Tomita H,
Tanaka T, Blaner WS, Shimizu M. Non-alcoholic steatohepatitis-related liver tumorigenesis is sup-
pressed in mice lacking hepatic retinoid storage. Oncotarget2017; 8:70695―70706.

［28］Obara K, Shirakami Y, Maruta A, Ideta T, Miyazaki T, Kochi T, Sakai H, Tanaka T, Seishima
M, Shimizu M. Preventive effects of the sodium glucose cotransporter2 inhibitor tofogliflozin on
diethylnitrosamine-induced liver tumorigenesis in obese and diabetic mice. Oncotarget2017; 8:
58353―58363.

［29］Fukuta K, Shirakami Y, Maruta A, Obara K, Iritani S, Nakamura N, Kochi T, Kubota M, Sakai
H, Tanaka T, Shimizu M. Preventive effects of pentoxifylline on the development of colonic prema-
lignant lesions in obese and diabetic mice. Int J Mol Sci2017;18. pii: E413.

［30］Hasegawa K, Suetsugu A, Nakamura M, Matsumoto T, Aoki H, Kunisada T, Shimizu M, Saji S,
Moriwaki H, Hoffman RM. Imaging the role of multinucleate pancreatic cancer cells and cancer-
associated fibroblasts in peritoneal metastasis in mouse models. Anticancer Res2017;37:3435―3440.
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［31］Nakamura M, Suetsugu A, Hasegawa K, Matsumoto T, Aoki H, Kunisada T, Shimizu M, Saji S,
Moriwaki H, Hoffman RM. Genetic recombination between stromal and cancer cells results in highly
malignant cells identified by color-coded imaging in a mouse lymphoma model. J Cell Biochem2017;
118:4216―4221.

［32］Nakamura M, Suetsugu A, Hasegawa K, Matsumoto T, Aoki H, Kunisada T, Shimizu M, Saji S,
Moriwaki H, Hoffman RM. Choline-deficient-diet-induced fatty liver is a metastasis-resistant mi-
croenvironment. Anticancer Res2017;37:3429―3434.

［医：神経生物］
［33］Dietary Quercetin Ameliorates Memory Impairment in a Murine Model of Alzheimer’s Disease
with Obesity and Diabetes, Suppressing ATF4Expression. Kiyomi Nakagawa, Masashi Ueda,
Masanori Itoh, Saiful Islam, Tana, Toshiyuki Nakagawa. J Neurol Neurosci Vol. 8 No: 6:234,2017.
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Cite Score＝3．84

［37］Ishikawa C, Li H, Ogura R, Yoshimura Y, Kudo T, Shirakawa M, Shiba D, Takahashi S, Morita
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［医：組織器官形成］
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2017.
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4．動物実験分野教員の教育研究活動
（教育）
・大学院医学研究科
・生命倫理・医療倫理学集中講義（1単位、前期、分担）（二上）

・医学部
・生命科学実験特別講義（1単位、後期、分担）（二上）

・大学院連合創薬医療情報研究科
・生命科学と動物愛護集中講義（1単位、前期）（二上）

・応用生物科学部
・実験動物学講義（2単位、選択科目、生産環境学課程3年後期）（二上）
・実験動物学実習（1単位、獣医学課程3年前期、分担）（二上、平田）
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・獣医病理学実習Ⅰ（1単位、獣医学課程3年前期、分担）（平田）
・獣医病理学実習Ⅱ（1単位、獣医学課程3年後期、分担）（平田）

（論文）
［英文］
1．Miyabe-Nishiwaki T†, Hirata A†, Kaneko A, Ishigami A, Miyamoto Y, Yamanaka A, Owaki K,
Sakai H, Yanai T, Suzuki J. Hepatocellular carcinoma with intracranial metastasis in a Japanese Ma-
caques（Macaca fuscata）. J. Med. Primatol．46（3）,93―100,2017（†Equal contribution）
2．Arioka Y, Ito H, Hirata A, Semi K, Yamada Y, Seishima M. Appearance of unsuccessfully repro-
grammed cells is suppressed by using progeny of leucine-rich repeat-containing G-protein coupled
receptor5―expressing cells. Stem Cell Res．20, 1―9,2017
3．Nakashima T, Tomita H, Hirata A, Ishida K, Hisamatsu K, Hatano Y, Kanayama T, Niwa A,
Noguchi K, Kato K, Fujihara Y, Ikawa M, Miyazaki T, Tanaka T, Shibata T, Hara A. Promotion of
cell proliferation by the proto-oncogene DEK enhances oral squamous cell carcinogenesis through
field cancerization Cancer Med. 6（10）,2424―39,2017.
4．Niwa A, Kuwano S, Tomita H, Kimura K, Orihara Y, Kanayama T, Noguchi K, Hisamatsu K,
Nakashima N, Hatano Y, Hirata A, Miyazaki T, Kaneko K, Tanaka T, and Hara A. The different
pathogenesis of sporadic adenoma and adenocarcinoma in the non-ampullary lesion of the proximal
and distal duodenum. Oncotarget8（25）,41078―41090,2017
5．Hisamatsu K, Noguchi K, Tomita H, Muto A, Yamada N, Kobayashi K, Hirata A, Kanayama T,
Niwa A, Ishida K, Nakashima T, Hatano Y, Miyazaki T, Hara A. Distinctive crypt shape in sessile
serrated adenoma/polyp: Distribution of Ki67, p16INK4a, WNT5A positive cells and intraepithelial
lymphocytes. Oncol. Rep.38（2）,775―84,2017.
6．Ishida K, Tomita H, Nakashima T, Hirata A, Tanaka T, Shibata T, Hara A. Current mouse models
of oral squamous cell carcinoma: Genetic and chemical induced models. Oral Oncol.73,16―20,2017.
Review
7．Hatano Y, Fukuda S, Hisamatsu K, Hirata A, Hara A, Tomita H. Multifaceted interpretation of co-
lon cancer stem cells. Int. J. Mol. Sci.17（2）:2, Review

［和文］
二上英樹、岐阜大学生命科学総合研究支援センター動物実験施設の紹介、岡山実験動物研究会報、第
33号、2017年4月、pp35―39

（国内学会）
1．吉嵜響子、平田暁大、西飯直仁、川部美史、森崇、柳井徳磨、酒井洋樹 消化管腫瘍性ポリープ
が認められたジャックラッセルテリアのAPC遺伝子変異の検討 第160回日本獣医学会学術集
会、鹿児島市、2017年9月
2．平田暁大、並木健吾、村井厚子、富田弘之、原 明、酒井洋樹、柳井徳磨 消化管粘膜修復過程
における幹細胞、増殖細胞、分化細胞の動態 ―胃潰瘍および大腸潰瘍モデルの比較― 第34回
日本毒性病理学会、那覇市、2018年1月
3．木村俊太、後藤みなみ、吉岡亮、平田暁大、柳井徳磨、酒井洋樹 犬血管肉腫細胞に対する zerum-
bone の抗腫瘍効果の検討 第5回日本獣医病理学専門家協会学術集会、盛岡市、2018年3月

（補助金関連採択状況）
平成29年度 京都大学霊長類研究所共同利用・共同研究 一般個人研究「飼育下サル類の疾患に関す
る病理学的研究」（平田）研究代表者
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（公開講座）
岐阜大学公開講座 生命科学の扉を開く～研究が皆さんの日常生活にもたらすもの～ 講師、平成
29年11月19日、岐阜（二上）

（会議）
・第42回 国立大学法人動物実験施設協議会総会：2017年5月19日、主催校：香川大学、会場：
高松、分野長二上英樹、技術職員今度匡祐出席

（社会活動）
・文部科学省平成29年度大学設置・学校法人審議会（大学設置分科会）専門委員・獣医学専門委員
（二上）
・日本実験動物医学会実験動物法規等検討委員会委員（二上）
・日本実験動物医学会実験動物学教育委員会委員（二上）
・国立大学法人動物実験施設協議会幹事校
・国立大学法人動物実験施設協議会学術情報・広報委員会委員長（二上）
・東海実験動物研究会 会長、事務局（二上）


